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授業評価アンケート（最終）の結果発表，

アンケート結果に対する教員の「所感と対応」

が公表される時期は，学期末の定期試験も終

わり，その結果が戻ってくる時期である。前

期の成績評価の結果は，学生には今学期の学

修の到達点を示されるものであり，教員にと

っても，自学自修能力を如何に涵養したか，

自らの教育力を映す鏡でもあり，ご機嫌麗し

い時期ではない。

今学期も，「授業と学修との協働改善」と

いうスローガンの下，本学の教育の質の向上

に向けた営みがされている。とはいえ，3 年

生にとっては，10 回目のアンケートであり，

1 年生にとっても 2 回目のものとなる。よほ

ど心しないと惰性に陥る。

法律基本科目のアンケート項目は，いずれ

も法曹にとって必要なマインドと技術を教

員・学生が共に自覚することを求めている。

しかし，【1】から【10】までと【11】から

【22】までとではアンケートの性質が異なる。

後者は，学生自らの学修を振り返ることを目

的としている。 項目の評価は，5段階であ

るが，【1】から【9】までは，3（ふつう）

という欄はない。むりやり，そう思う（4 評

価），そう思わない（2 評価）に振り分けて

もらっている。【1】から【9】までの平均値

の目標は，3．5である。もちろん，平均値5

に近づくほどよいとは思われる。万人向けの

授業方法・技術というものはそうないだろう

が，各項目 5 に近い数値の授業も少なくはな

い。学生の満足度がかなり高いことを意味し

ている。

ただ，学生による授業評価を教員が丸呑み

することは，教育の本質からしてありえない。

教員相互の授業参観，そして参観報告書の提

出，回覧の方法で，教育の質は別途点検して

いる。一覧表をみると，例年のことながら，1

年次科目の数値は科目ごとにぶれがある。教

員の授業スタイルと学生の学修姿勢とが上手

く適合していないことが影響しているように

思える。2 年次になると，同一教員同一学生

でも数値は上昇し，適切と考えられる範囲内

に収まる。これも「協働改善」を反映してい

るように感じる。

また，アンケート結果を受けて，教員の側

は「所感と対応」を示し，そこで自らの教育

技法を語り，授業への取組方への提言もして

いる。今回のアンケートでは，新たに，項目

【23】【24】を設けて，教員の所感と対応（中

間アンケートに対するもの）が読まれている

か否か，それを受けて学修の見直しをしたか

どうかを聞いた。この2つの項目は，はい（4

評価）といいえ（2評価）である。たとえば，

【24】で，9 名の回答者のうち，7 名がはい

と答え，2 名がいいえと答えると，平均数値

は，3．6となる。【25】は前の質問ではいと

答えた者のみが回答する。はい，学修の取組

を改善したと 3 名が回答し，いいえ，と回答

した者が4名だと，平均数値は2．9となる。

【24】は4に近づくほど，教員と学生とのコ

ミュニケーションが成立していることを意味

鹿児島大学法科大学院

ＫＵＬＳ ニューズレター Ｎｏ．２３

平成２３年８月２５日 発行

● 授業評価アンケート（最終）を読む ●

平成２３年度前期［最終］授業評価アンケート 集計結果一覧



滞在型特別聴講制度を利用して（抄）

し，【25】は4に近づくほど，教員の所感と

対応が受講学生に説得力を持ったことを意味

しよう。

さて，教員が重視しているのは，【21】【22】

の予習復習の時間数である。数値がそのまま

時間数である。4時間以上予習にかけたとす

れば，数値は 4 である。各科目の特性にもよ

るが，基本的な知識を定着させ多少の応用力

も身につけるための予習復習に6時間程度は

要すると考えるなら，合計数値が6．0以上に

なると教員からの自学自修の働きかけが順調

なことを意味するので，教員としてはほっと

する（予習復習を要せずに法曹としての技能

を涵養できる授業はそうないであろうから。）

アンケートの趣旨・目的については，ニュ

ーズレター16号，20号，21号でも説明され

ているから，併せて考えて欲しい。

采女 博文（ＦＤ委員）

滞在型特別聴講制度を利用して九州大学法

科大学院に留学している宮路さんからレポー

トが届きました。鹿大法科大学院生に「不足

している点」が九大生と比較しながら書かれ

ています。しかしながら，鹿大生も九大生に

十分互することが可能であるとも記されてい

ます。「良薬口に苦し」。自分らの弱点を率

直に認識し，自分らの長所によって克服する

ことが大切です。どのような環境にあろうと，

意欲的であれば，必ず成果を得ることができ

ます。一層研鑽に努めましょう。

志田惣一（教務）

今年度より，特別聴講生として九大で学修をはじめ４か月

がたちました。今年の利用は１人ということではじめは不安も

ありましたが，同学年の友人たちは法情報論を共にしたメン

バーということもありすぐにとけこむことができ，抱いていた不

安はすぐに消え，日々，九大の友人たちと楽しく，緊張感を保

ちながら学修をすすめています。

九大は，元院長の西山先生がニューズレター第２号で言わ

れていたように「自学自修を基本」としています。ただ，卒業生

や合格者の主催するゼミがあり，これにより，直接に合格者や

優秀な先輩から指導を受けることができます。また，多くの人

が１年生の段階から各自でゼミを組んで勉強するなど，ゼミ室

は休日も含めて朝から夜遅くまでいつも埋まっていて，助け合

いながら学生同士勉強しています。私も，九大にきてからは，

ゼミに参加させてもらい友人たちと議論したり，答案を比較・

批判しあったりして学修をすすめています。鹿大との大きな違

いは，学生同士の議論の場，自主ゼミの活用，答案の書く量

にあるように感じました。九大に来て，友人たちとゼミを組み

学修する中で，独りよがりな勉強がどれだけ非効率で，合格

から遠のくものであるのか気づかされました。

九大に来て，一部の優秀な人たちに囲まれ自分のできな

さに気づかされつつも，逆に九大でもやっていけるとの自信も

つきました。九大は合格者も全国平均程度出しており，既修

者やいわゆる旧試組の人も多く，朝早くから夜遅くまで勉強し

ています。自分も彼らより早く来て，遅く帰るなど勉強時間を

より確保しています。お互いがんばりましょう。
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